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ま え が き

香川大学では学生の視点に立って学習環境や生活環境の向上を図ることを目的に、昭和６１

年度から本調査を実施し、教育改革の基礎資料として活用させていただいております。

今回実施した平成２０年度（第１１回）アンケートでは、紙ベースのアンケート方法から電子

媒体を用いた方法に変更したこと等もあり、大部分が春季休業中という回答困難な時期での実

施となりましたが、約６００名の学生諸君から回答がありました。

本学は、「地域に根ざした学生中心の大学」を目指すことを教育目標として掲げています。

この教育目標を達成するためには、学生諸君の意見や提案を真摯に受け止め、大学運営に反映

させることが重要であり、本調査はそのための重要な役割を果たしています。

昨今、学生の間でも生活習慣病予備軍の低年齢化が進み、健康面での影響が心配されていま

す。こうした原因の一つに、経済状況の悪化が挙げられます。親元からの仕送り額も減少傾向

にあり、学生の生活状況にも変化が見受けられるようになりました。

その結果、食費を節約する学生が増加し、簡便な食品で食事を済ませたり、欠食するなど健

康管理上深刻な問題となっています。

そこで、今回のアンケートではトピックスとして福利厚生を取り上げました。大学として課

題解決に向け組織的に取り組み、学生の生活環境向上に繋げていきたいと考えています。

本調査は、学生諸君の生の声を今後の大学施策に反映させるため、２年に１回のアンケート

を実施してきましたが、本年度から毎年実施し、更に充実させていく予定です。学生諸君から

の回答は、関係部局にも照会し、改善、改革等の対応策を講じます。今後も多くのご意見を頂

けますようお願いいたします。

最後に、本報告書の作成にご尽力いただきました学生生活委員及び関係職員に心からお礼申

し上げます。

平成２１年９月

教育担当理事（副学長）

阿 部 文 雄
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